
（１）ルール・スタンダード作りと実践の主導
 人，制度，質の高いインフラ，戦略的な連

結性の強化（自由で開かれたインド太平
洋）

 デジタル革命時代に即した安保・経済（5G，
AI，サイバー）

 多角的貿易体制
 上記の積極的な発信（オリ・パラの機会も
活用）

（２）「人間の安全保障」の考えに基づきSDGsに対応
 女性・教育
 保健
 防災
 海洋環境（プラスチックごみ等）・生物多様性
 気候変動

（３）省としての業務の質及び
国民向けサービスの向上

 ハード面での体制（IT・AI）
 ソフト面での体制（働き方改

革，外部人材活用）

 業務改善・効率化の推進

３つの最重要課題

６つの柱

基本的価値に基づい
た国際秩序を様々な
挑戦から守り続ける。

積極的な経済外交を
推進する。

戦略的対外発信を強
化し，親日派・知日
派を拡大する。

地球規模課題の解決
に積極的に貢献する。

大規模人的交流時代
を第一線で支える。

デジタル革命時代の
外交実施体制を実現

する。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

国際社会の枠組みづくりを支える「人づくり」（JPO，専門家派遣等）

⇒ODAの充実（含：NGO関連予算，国際機関等拠出金，人員体制）

⇒特に領事サービス

*SDGs達成に必要な資金確保のため，
国際連帯税を含む革新的資金調達の議論も推進


